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八日市地方遺跡の概要
　①小松市周辺の地形

石川県西部に位置する加賀平野は、手取川が形成する扇状地を境に、北側を金沢平野、

南側を小松・江沼平野に区分される。さらに小松・江沼平野は、丘陵地（能美・江沼丘陵）、

台地（東部台地、月津台地、柴山台地）、能美低地（後背湿地、自然堤防、沿岸洲Ⅰ、沿岸

洲Ⅱ、沿岸洲Ⅲ、手取川扇状地）に細分する。加賀三湖は台地および沿岸洲に取り囲まれ

ており、月津台地・沿岸洲Ⅱと柴山台地・沿岸洲Ⅰの間には柴山潟や今江潟が、月津台地・

沿岸洲Ⅰと東部台地の間には木場潟が分布している。

八日市地方遺跡は沿岸洲Ⅰでも東端部に立地している。

（小岩直人 2019「八日市地方遺跡と加賀三湖」『北前船寄港地 2500 年の記憶』小松市より）

　②八日市地方遺跡周辺の古環境変遷　

　○沿岸州Ⅰが流入した形成開始（約 7,000 年前頃）形成終了（約 5,300 年前頃）

　→比較的短期間で形成

　○沿岸洲Ⅱの形成開始期も沿岸洲Ⅰと同様

　○今江潟・・約 5,700 年前には砂質の湖底に変化。約 2,600 年前までこの状況は継続。

弥生時代中期には砂質→泥質に変化（泥質は珪藻分析の結果から、淡水生種が優占する

湖水環境だが、海水～汽水生種の産出もわずかながらに認められるため、当時は湖に海

水が流入した可能性あり。

○縄文後期～弥生時代・・八日市地方遺跡周辺では、東側には氾濫原的な環境、西側の砂

質の湖底有していた汽水環境が存在していた。

　③八日市地方遺跡の中身

　・八日市地方遺跡とは

　○ JR 小松駅東側に１８Ha にわたり広がる

　○紀元前 350 ～紀元前 50 年のおよそ 300 年間存続した大規模環濠集落

　・集落の構造

　　遺跡は沿岸洲Ⅰの東に下る面に位置。中央に河川（埋
まい

積
せき

浅
せん

谷
こく

）をはさんだ集落。埋積浅谷

　　からは弧を描く何重もの環濠。居住域と墓域を画する。居住域の周囲に方形周溝墓は展開。

　　埋積浅谷両岸で同様の状況。

　・集落の変遷　　

集落Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期に区分。集落Ⅰ期は西側から小規模な範囲、集落Ⅱ期拡大期、集落

Ⅲ期には再び西側に収束。　

　・層位的把握と土器編年

出土した土器を 10 期（10 様相）に区分。そのうち４～ 10 期が環濠集落の存続期間。

埋積浅谷出土遺物の層位的把握を基準に設定。

補足資料
小松市埋蔵文化財センター　

下濱　貴子　
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　・出土資料

　○出土品の構成・・土器・土製品、木器・木製品、石器・石製品、銅製品、鉄製品、骨製品

○土器の特徴・・在地の小松式土器に加えて、東海地方の大地式土器・貝田町式土器、信

州地方の栗林式土器、さらには近江や瀬戸内地方などからの搬入品ないし模倣品が含ま

ており、広範な地域間交流をよく示す。

○生産関連・・翡翠製勾玉と碧玉製管玉に関連する資料及びそれにかかる製作道具も出土

しており、管玉生産の実態を復元するうえで重要である。また、木製の鍬・鋤・容器類

についても製作工程を如実に示す良好な資料。

○その他の特徴・・鳥形・魚形・武器形など木製祭祀具が豊富に出土しているとともに、

銅鐸形土製品及び小型模造土器なども認められ、多様な形態の祭祀具を用いていた様子

が窺える。また、方形周溝墓から出土した祭祀用の土器や碧玉製管玉などが含まれる。
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第 1図　遺跡の位置 第 2図　南加賀地域の地形と遺跡の位置

第 3図　八日市地方遺跡全体図
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弥生前期の川底のライン

縄文後期の包含層

弥生前期遠賀川式土器の出土層

0ｍ

1ｍ

-1ｍ

木1・2期
3～5期 6～8期 9・10期

弥生後期以降

6期の川底

1 段階・・縄文時代中期に形成された砂州を切る谷が八日市地方 1期までに形成される。

2段階・・八日市 2・3期の洪水の後、八日市地方 4期には流れがかわることで弥生前期に侵食
　　　　した箇所のくぼ地を貯木場 ( 八日市地方 4~6 期段階 ) として利用

3段階・・八日市地方 7.8 期から埋まりはじめながら、幅は縮小して後期前半には埋まり、湿地
　　　　林及び湿地植物が顕著になる

（集積部分）
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B
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B’B

中州

本流の流れ

（旧流路）
  貯木利用

3 段階 ( 八日市地方 9~10 期 )

（旧流路）
  貯木利用

本流の流れ

1 段階（八日市地方 1 期）

本流の流れ

春 

秋

戦 

国 

秦

前 

漢

新
後 

漢

中国
大陸

朝鮮
半島

原 

三 

国

衛 

氏 

朝 

鮮

古 

朝 

鮮

時代区分

縄文晩期

弥生前期

弥生
中期前葉

弥生
中期中葉

弥生
中期後葉

弥生後期

八日市地方 近畿
編年

西暦
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八日市地方
遺跡の変遷

中国・朝鮮半島
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０
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-200
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-40

80

西日本に水稲
耕作が拡散

AD.57 奴国王
が後漢に使い

（金印賜与）

BC.108 前漢が朝鮮
半島に四郡を設置

BC.221 秦の始皇帝
が中国統一

BC.202 高祖 ( 劉邦 )
が漢王朝を興す

AD.25 光武帝即位
（後漢のはじまり）

BC.195 衛氏朝鮮の
成立

BC.403 三晋の成立
（趙、魏、韓）

金属器使用の
開始

BC.312 ～ 279
燕の東方進出

東日本で広域
な社会変動

鉄器生産の
開始

集落 土器 酸素

-139+
-107+

-97+

-250+

「柄付き鉄製鉇」の時期

＊近畿編年は、若林邦彦2018「近畿地方弥生時代諸土器様式の暦年代ー石川県八日市地方遺跡の研究成果との対比ー」
                               　　　　　　『実証の考古学ー松藤和人先生退職記念論文集ー』同志社大学考古学シリーズXII を参考

★埋積浅谷より、遠賀川式土器出土。

砂層中に縄文後期包含層

埋積浅谷より遺物散見。

クヌギ・アベマキ等（ドングリ）の貯蔵穴。

★環濠掘削開始。環濠集落の成立。
埋積浅谷肩部に木器貯蔵開始。

環濠再掘削。
居住域拡大。

管玉生産開始。

★居住域縮小。

★集落廃絶。

★埋積浅谷がほぼ埋まった後、
一時的土器祭祀。

八日市地方遺跡の最盛期

★

環濠再掘削。★

小松式土器の成立

櫛描文系土器の波及

凹線文系土器の波及

埋積浅谷肩部に
貝層・貯蔵穴(ヒシ・トチ等)

第５図　26地区　埋積浅谷 Bライン土層断面と埋積浅谷の変遷

第４図　八日市地方遺跡の変遷
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第７図　食事具出土状況

第６図　木製容器出土状況
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第９図　土製祭祀具出土状況

第８図　木製祭祀具出土状況
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白山

縄文の伝統をひく東海・北陸の環白山ネットワークと
日本海を通じた西からの新しい文化が出会います。

櫛描文土器

条痕文土器

沈線文土器

環白山ネットワーク
八日市地方遺跡

集落Ⅰ期 （BC350 ～ BC300）

サヌカイト
紅簾石片岩

碧玉

碧玉 碧玉
下呂石

閃緑岩

碧玉

八日市地方遺跡にみられる広範囲の土器交流は、
玉の原石産地や遺跡に持ち込まれている
石材産地とよく一致します。
ものづくりを基盤とした東西文化の結節点
として栄えました。

小松式土器
八日市地方遺跡

ヒスイ

集落Ⅱ期 （BC300 ～ BC150）

集落Ⅱ期後半以降、小松式土器は上越ルートで関東にまで
まで波及します。Ⅲ期には、上越ルートで東の栗林式土器が、
日本海沿岸ルートと近江ルートで西の凹線文土器が、
それぞれ北陸に流れ込み、小松式土器は終焉を迎えます。

栗林式土器

小松式土器の出土遺跡

八日市地方遺跡

凹線文土器

小松式土器

集落Ⅲ期 （BC150 ～ BC50）

第 10図　八日市地方遺跡の土器の特徴と流通
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八日市地方遺跡

弥生時代のイスノキ製刺突具と
　　　層灰岩製片刃石斧の分布

層灰岩片刃石斧
分布エリア

三面石斧
分布エリア

＊『木の考古学』2012 データベース
＊「石川県小松市八日市地方出土の
　層灰岩製片刃石斧と三面石斧をめぐって」
　をもとに作成

イスノキ製刺突具出土遺跡
山陰以東の日本海沿岸域の
層灰岩製片刃石斧出土遺跡

　

紅簾石片岩
二上山

ヒスイ

静岡･糸魚川構造線

中央構造線

碧玉

ヒスイの流通
碧玉の流通

女代南 B群碧玉管玉の分布
（那谷･菩提･滝ケ原系碧玉）

紅簾石片岩（石鋸の素材）
サヌカイト（石針の素材）

金山

馬ノ山

碧玉製（女代南Ｂ群）管玉の分布と
　　　　　　玉作工具素材の原産地

日本海
グリーンタフ地帯

出雲

畿内

北近畿

尾張

北陸

北部九州

信濃

四国

近江

閃緑岩

ヒスイ

下呂石

サヌカイト
紅簾石

土器と外来石材からみた広域交流

閃緑岩：善光寺平産とも呼ぶ
　　　    太形蛤刃石斧の石材
下呂石：ハリ質安山岩で石鏃
　　　    等に用いられた石材

第 11図　八日市地方遺跡からみた交流の様子
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（
和

歌
山

県
有

田
市

）

常
代
遺
跡

（
千

葉
県

君
津

市
）

中
里
遺
跡

長
伏
六
反
田
遺
跡

（
静

岡
県

三
島

市
）

有
東
遺
跡

伊
場
・
梶
子
遺
跡

瓜
郷
遺
跡

（
愛

知
県

豊
橋

市
）

岡
島
遺
跡

（
愛

知
県

西
尾

市
）

牧
野
小
山
遺
跡

（
岐

阜
県

美
濃

加
茂

市
）

朝
日
遺
跡

荒
尾
南
遺
跡

（
岐

阜
県

大
垣

市
）

永
井
遺
跡

（
三

重
県

四
日

市
）

岩
名
天
神
前
遺
跡

（
千

葉
県

佐
倉

市
）

中
在
家
南
遺
跡

大
塚
古
墳
群
内
遺
跡

（
栃

木
県

栃
木

市
）

龍
門
寺
遺
跡

島
内
遺
跡

（
福

島
県

石
川

町
）

碓
氷

峠

浅
間

山

榛
名

山

赤
城

山

安
房

峠

富
士

山

御
嶽

山

白
山

八
ヶ

岳

立
山

吾
妻

山

糸
魚
川
ヒ
ス
イ

原
石
産
地

保
科
玄
武
岩
類
産
地

滝
ケ
原

碧
玉
原
石
産
地

玉
谷
碧
玉
原
石
産
地

猿
八
碧
玉
原
石
産
地

紅
簾
石
片
岩

原
石
産
地

二
上
山

サ
ヌ
カ
イ
ト
原
石
産
地

金
山
サ
ヌ
カ
イ
ト

原
石
産
地

阿  賀    野   川
信 濃 川

　
信

  濃 川

　
千

  曲 川

     川

   曲
千

川犀

木

    曽

     川　

川騨飛

長
良　

川　　

木   曽     
川

揖   斐     
川

川通神
 常  願    寺     

  川

川庄

川宮

手
取

川

九
頭

竜
川

川竜天

大   井 　
川

笛     吹          川

富     
士

    
    

 川

  無     
川

    川

  摩
多

川模相

荒 　
川

荒
 川

利   根     
 川

利     
 根

    
    

川

川根利

鬼    怒 　
  川

那     
 珂

    
    

  川

川隈武阿

　
    

只
    

見
川

川

川隈武阿

           川

     部
黒

川姫

加     古          川

由
良　

川　　

円     山          川

川代千

川保揖

久   慈 　
 川

紀
ノ

川

吉
野

川

川作矢

　
  小

    
矢

  部 川

豊
川

宮
　  川

淀
川　

          川

     洲
野

栗
林
式
土
器
成
立
域

栗
林
式
土
器
文
化
圏

小
松
式
土
器
文
化
圏

小
松
式
土
器
成
立
域

弥
生
時
代
中
期
主
要
遺
跡

小
松
式
土
器
出
土
主
要
遺
跡

銅
鐸
・
銅
戈
セ
ッ
ト
埋
納
遺
跡

主
要
石
材
原
石
産
地

主
要

都
市

北
陸
新
幹
線
駅

今
回
の
展
示
で
取
り
上
げ
た
主
要
遺
跡

北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
の
弥
生
文
化
を
探
る

（
新
潟
県
新
潟
市
）

（
宮

城
県

仙
台

市
）

（
神

奈
川

県
小

田
原

市
）

(宮
城
県
仙
台
市
)
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　【小松式土器の形成】弥生時代中期前葉に、日本海沿岸に祖型をもつ櫛描文土器と、環白山ネットワークで

みられた条痕文土器（大地式土器を含む）が共伴する段階を経て、二系統が融合することを起因とする。

　【小松式土器の特徴】甕形土器では加飾性が高いことである。大地式土器の特徴の一つである羽状文を継承

し、甕形土器の口縁見込み部分に施す。また、条痕文土器の深鉢でみられた口縁の一特徴であった指押圧を継

承し、甕形土器の口縁端部には、指の上下からの押圧により小波状に施すものがみられる。

条痕文土器櫛描文土器

大地式土器

影響

5

期

6

期

7

期

8

期

9

期

小

　松

　式

0 20 cm

S = 1 : 10

87
[S-156]

N

192
[S-38]

220
[S-345]

188
[S-312]

215
[S-334]

N

1099
[S-154]

172
[S-323]

N

278
[S-243]

167
[S-370]

663
[S-456]

N

986
[S-565]

K
356

[S-123]

512
[S-934]

204
[S-962]

砂目敷→N N

619
[S-357]

1007
[S-536]

705
[S-535]

901
[S-751]
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　壺形土器では、純粋な櫛描文土器の流れを組む器形に加え、条痕文土器の器形を継承しているものが加わる。

いずれもハケ工具で成形を行い、文様は櫛描文土器の特徴である櫛状の結束工具を使用して描かれている。描

かれる文様は、直線文と波状文に加え、段階を経て、二系統が融合した結果生み出された北陸独自の斜行短線

文や、さらに近郊地の文様素を採用することで、連続文様と単位文の組合せによりバラエティ豊かな構成を

もつものである。

影響

東海系（貝田町式）

条痕文土器櫛描文土器

大地式土器

5

期

6

期

7

期

8

期

9

期

小

　松

　式

52
[S-112]

砂目敷

47
[S-111]

砂目敷

296
[S-142]

N
351

[S-907]

M

742
[S-227] 866

[S-711]

890
[S-702]

0 20 cm

S = 1 : 10

723
[S-229]

158
[S-36]

164
[S-292]

159
[S-290]

964
[S-942]

691
[S-435]

N

366
[S-109]913

[S-930]
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資料編 　6

八日市地方出土品（重要文化財）

鋳
ちゅう

造
ぞう

鉄
てっ

斧
ぷ

の柄

撮影：小川忠博

撮影：田邊朋宏
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資料編 　7

小松市

磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

片刃石斧の柄

両刃石斧

柱状片刃石斧

扁平片刃石斧

両刃石斧の柄
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ヒスイ製勾玉

碧玉製管玉工程品
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小松式土器
撮影：田邊朋宏
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